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被　害　状　況 対 策 ・ 考 察

屋根からの落雪により、空調屋外機が破損

①落雪が予想される箇所への屋外機設置は避
ける。
②落雪に対応した素材の活用。
③落雪を考慮した囲いなどの設置。
　などの配慮が考えられる。

※屋根からの落雪の振動により温水ボイラー
の感震器が作動し、融雪システムが停止した
ために屋根の雪が融けなかった事例も報告さ
れています。
機器設置場所の検討も必要です。

雪解け時に、２階まで積もった雪がエアコン
屋外機を引っ張り、破損

①屋根からの落雪の堆積が予想される箇所へ
の屋外機設置は避ける。
②雪囲い等、屋外機を保護する構造物を設置
する。
　などの配慮が考えられる。

　平成１７年１２月上旬から翌年１月上旬にかけての記録的な大雪により、多くの建物被害が発生
しました。この中には、例年の降雪では起こらなかった事故例も多数あります。
　ここでは、今回の記録的な大雪のために起こってしまったと思われる事故例を中心に紹介をしま
す。

地面

雪庇の巻垂れにより、ベランダ手すり、窓、
外壁等が破損

①軒先部分への融雪設備（ヒーターや温水配
管など）の採用により、雪庇を防止する。
②防雪戸により、ガラス面の保護を行う。
　などの配慮が考えられる。

融雪パネルなど
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Ⅴ　平成18年豪雪の被害例と解説

被　害　状　況 対 策 ・ 考 察

雪解け時に、フェンスや塀の上部まで積もっ
た雪によりフェンスなどが引っ張られて破損。

フェンスについては耐雪型であったが、横方
向への引っ張りが働き、傾斜した。

　雪止め金物の破損及び雪止め金物取付部分の
屋根面の損傷が見られた

記録的な積雪のため、屋根に厚く積った雪
が屋根面で凍結したこと、屋根の雪が圧雪状
態で重かったことなどが重なり、雪止め金物
が破損したと考えられる。
　①雪止め金物の設置数を増やす
②雪止め金物の取り付け方法を強固にす

る。
などの対策が考えられる。

　トップライトのガラスが破損

屋根面に積もった雪が、後に降った水分を多
く含む湿った雪で圧雪状態となったこと、ま
た、融けかけた雪が凍結したりを繰り返すこと
により、単位面積当たりの荷重が増したと想定
される。
　
１８豪雪は、例年の降雪量をはるかに上回っ

た降雪量だったためガラスの破損に及んだと思
われるが、設置に際しては余裕を持った荷重条
件での検討が必要。
融雪装置により、ガラス面への積雪を防ぐ方

法も効果的と考えられる。
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Ⅴ　平成18年豪雪の被害例と解説

被　害　状　況 対 策 ・ 考 察

屋根面に積もった雪の重さに負け、軒部分が
折れた

軒下の積雪と軒上の積雪がつながり、下方
に引っ張られることにより軒が折れた事例も
見受けられた。

①垂木等、雪荷重を考慮した部材寸法の検討
②落雪の処理を行い、屋根の雪との一体化を
防ぐ
などの配慮が必要。

　雪の重さに負け、折板の山部分がつぶれた

屋根面に積もった雪が、後に降った水分を多
く含む湿った雪で圧雪状態となったり、また、
融けかけた雪が凍結したりを繰り返すことによ
り単位面積当たりの荷重が増したことにより破
損したと考えられる。
過去の積雪状況などから、余裕を持った荷重

設定が必要。

屋根面に積もった雪の重さに負け、カーポー
トが壊れた

一般的に市販されているカーポートは積雪
荷重をほとんど見込んでいない（50cm程度）
ことから、雪に押しつぶされる事例が多く見
られた。

①カーポートの耐雪荷重の確認
②こまめの雪下ろし
③耐雪型のカーポートに付け替え
などの対応が必要。
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